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表紙写真：マルセイユ旧港とノートル=ダム・ド・ラ・ガルド教会
旧港は紀元前600年ごろに建設されたギリシア植民市マッサリアに起
源をもち、19世紀中葉まで港湾機能を集中していた。対岸のガルド
の丘には、かつては中世の礼拝堂があり、1864年に現在の教会が
建設された。聖母マリアに捧げられたこの教会は、船乗りが航海安
全を祈願する教会として知られる。（解説：深沢克己）

裏表紙写真：近世の茜染更紗（インド・レヴァント・ヨーロッパ）
本冊子58頁の説明を参照。


